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3　研究概要

　昨年度 に引き続 き、自文化 と他文化 との 交流 ・衝突する磁 場にお い て 発現す る トラ ン ス カ ル チ

ュ ラ ル な経験の 諸相 と表現形 態を考察す るために、第
一
線で活躍する 二 人 の 専門家 を招聘 し 、 講

演討論会を行 っ た。以下その 概要を紹介す る。また 、谷 口 と土屋 は 、 昨年度招聘 した 日独作家 ・

多和田葉子 に つ い て の 本邦初 の 論集 『多和 田葉子
一越境文化の 中間地帯で書 くこ と』 （三恵社）を

出版 した。共同執筆者は多和 田葉子 氏 、ジー
ク リッ ト・ヴァ イ ゲ ル 氏 （ベ ル リ ン文学研 究所所

長）、ポガチ ュ ニ ク 氏 （ベ ル ガ モ 大学教授）で ある。

デ ビッ ド・ゾペ テ ィ （David　Zoppetti）氏 「越境の 文学と コ ス モ ポ リタニ ズ ム 」 ：

　 「越境の 文学」 とい う名称は 、和製 の 日本語で はない か。TranscultuTal　literatureと い う英語 は

まだ聞い た こ とが ない 。「越境作家」 の 定義 とし て 、母国語以外の 言語 で 文学活動を し て い る人

と考えた い
。 したが っ て 多 くの 旅行を した ヘ ミン グウェ イや 日系 の イ ギ リス 作家カズオ ・イ シ グ

ロ は こ の ジ ャ ン ル に は入 らな い、 自分 の ル
ーツ をた どれ ば、母が ア メ リカ人で 、父 が ドイツ 語圏

の ス イ ス 人、家族はイ タ リア 系移 民、住んだ場所が ス イス の フ ラ ン ス 語圏 とい う境遇 で 育 っ たた

めに 、年少期は フ ラ ン ス 語 、 ドイ ツ 語 、 英語 、イ タ リア 語 を話 して い た の で 、母国語が何か と問

われ て も戸 惑い が あ る。

　越境の 作家を リス トア ッ プ して み る と 、ポーラ ン ド生 まれ の ジ ョ ゼ フ ・コ ン ラ ッ ドは 、20歳 で

イ ギ リス の 船員 とな り海 の 男た ちと英語で 話 した の を き っ か けに、その 後英語で 作品 を書い た。

一
般 には海洋小説 と呼ばれて い るが 、 実際は人間 の 本質に迫る倫理作家で あ る 。 ザ ン ク ト

・ペ テ

ル ベ ル ク の 名門貴族 の 出身で あ るナボ コ フ は 、ロ シ ア 革命時 に亡命 しベ ル リン か らパ リへ 逃れ 、
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フ ラ ン ス 語 と ドイ ツ語 を使 っ たが 、戦火 か ら逃げよ うと （44年）ア メ リカ に渡 り英語 で執筆 して

い る
。 代表 作は 『ロ リー

タ』。 英語作品に は言葉遊びが 見 られ るが、 ロ シ ア 語 で書い た 『絶望』

は完全犯罪をた くらむ 男の 話で とて も面 白い。サ ミ ュ エ ル ・ベ ケ ッ トは、ア イ ル ラ ン ドの ダブ リ

ン 出身で 、パ リへ 渡 りアイル ラ ン ドに戻 り、また ロ ン ドン 、 ドイ ツ 、パ リへ 行 っ て 、処女作がイ

ギ リス の 文壇 に認 め られなか っ たせ い か、フ ラ ン ス 語 で執筆 した。代表作は 『ゴ ド
ー

を待 ちなが

ら』e ロ マ ン ・ギ ャ リROMAIN 　GARY （1906〜 1980）は フ ラ ン ス 文学で は有名 な作家だが 、モ ス

ク ワ生まれ で 、 母親はユ ダヤ人 女優、放浪 して 13歳 で フ ラ ン ス の ニ
ー

ス に 行 っ た 。
フ ラ ン ス 空軍

の パ イ ロ ッ トとな り、デ ビ ュ
ー
作は英語で 、その 後 フ ラ ン ス 語で 執筆 し、51歳で ゴ ン ク

ー
ル 賞 を

受賞。代表作は 『LES　RACINES 　DU 　CIEL』（「空 の 根 っ こ 」）、 しか し60歳を迎えた頃 、

一
般読者

や評論家に とっ て 「昔の 人」 に成 り下が っ た とい う焦 りと憤 りにか られ て 、1974年以降、別 の 名

前EMILE 　AJAR （エ ミール ・
アジ ャ

ー
ル ） と して デビ ュ

ー
し、甥 の パ ウロ ヴィ ッ チ の ゴ ー

ス トラ

イターとして活躍 した。1974年に 『LA 　VIE 　DEVANT 　SOI 』（「人生 は これか ら」）で再び ゴ ン クー

ル 賞を受賞した 。 に もか か わ らず、文学者 と し て 深 い 幻滅感を抱き、計画的な自殺を果たす。 ミ

ラ ン ・ク ン デ ラMILAN 　KUNDERA （1929〜） 1ま、チ ェ コ ス ロ バ キ ア 生 まれ でチ ェ コ 語 で 書い た

作品が反 共産主義的だ と し て発禁処分に な り、そ の 後 フ ラ ン ス に亡命 し、フ ラ ン ス 語で作品を執

筆 した。古き よきチ ェ
コ 人 を物語 っ て い る。イ ン ド人の BHARATI 　MUKHERJEE （バ ラテ ィ

・ム

ケ ル ジー） （1940〜）は 、 8 歳でイ ギ リス に渡 り大学の 創作 コ
ー

ス を修 了 し、ア メ リカで結婚 し

カナ ダに移住 した が、そ の後 さらにア メ リカ に移住 し た
。 彼 女の 場合は 自分の ル ーツ を否定 して

ア メ リカ 社会に 同化 しよ うと した の で 越境作家 と し て は残念で あ る。代表作 『THE 　TIGER ’S

DAUGHTER 』（「虎 の 娘」）、『WIFE 』（「妻 」）、『JASM 王NE 』な ど。ほ か に ロ シ ア生まれ で ア メ リ

カ に 亡命 し た JOSEPH 　BRODSKY （ジ ョ ゼ フ ・プ ロ ツ キ
ー

） （194  〜 1996） も い る 。
　 M ．G

VASSANJI （エ ム ・ジー ・バ ッ サ ン ジ） （1950？〜）は、母 語が ス ワ ヒ リ語で 、
2G歳で ア メ リカ

に 移住 し 、 さらに カナダで 技師 と して 働 く。代表作 の 『THE 　BOOK 　OF 　SECRETS 』 （「秘密 の

本」）で は、イ ギ リ ス や ドイ ツ の 植民地 時代 の ア フ リ カ の 変貌を壮大 な ス ケ
ール で描 き 、 『NO

NEW 　LAND 』（「新天地 にあ らず」）では 、 トロ ン トとい う多人 種多民族社会 に 自分 の 居場所 を追

い 求め るア フ リカ人移民の 苦悩を英語 で執筆 した。（こ うした世界の 越境作家に対 して、日本 で

は まだ数が 少 な い
u そ もそ も世界で は越境作家 とい う区分 け が な い ほ ど多い 。 2 年前 の 『現代 』

に特集が あ り、リー ビ英雄や 中国人作家、韓国人 作家、ア メ リカ詩人 などが紹介 され て い る 。 ）

ワ シ リス ・ア レ ク サ キ ス VASSILIS 　ALEXAKIS （ヴァ シ リス ・ア レ クサーキ ス ） （1951 〜）はギ リ

シ ャ 生 まれ で、17歳で パ リに 渡 り フ ラ ン ス 語 とギ リシ ャ 語で執筆 して い る。フ ラ ン ス 語 で 自伝小

説を書き ， そ の後サ ン ゴ 語 （中央 ア フ リカ の サ ン 人 の 話す言語）を独学でマ ス タ
ー

し、フ ラン ス

語 とサン ゴ 語 の 混 じ っ た作品 を書 い た が 、こ れ を読む とサ ン ゴ 語 を覚 え る よ うな気が する 。 代表

作 『LA 　LANGUE 　MATERNELLE 』 （「母語」）、『LES 　MOTS 　ETRANGERS 』 （「異国 の 単語たち 」）、
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マ イナー言語 へ の 憧憬 は私 と同様で ある 。 中国人 の DAI 　SIJIE （ダイ ・シ
ージエ ） （1954〜）は、

フ ラ ン ス 文 学 へ の 憧れ か ら フ ラ ン ス に移 住 し映画 監督 とな る が失 敗 し、『BALZAC 　 ET　LA

PETITE 　TAILLEUSE 　CHINOISE 』（『バ ル ザ ッ ク と中国 の 小 さなお針子』）で ベ ス トセ ラ
ー作家と

なる。キ ョ ウ コ ・モ リKyoko　Mori （1957−）は 、英語で 日米比較文化論や短編小説、詩 を書 い て い

る。代表 作は 『Shizuko
’

s　Daughter』『One　Bird』『The　Dream　of 　Water』。多和 田葉子 は 22歳で ドイ

ツ に渡 り ドイ ツ 語 と 日本語 で創作 して い る。1972年生 まれの 中国人SANSA （サ ン サ） （1972 〜）

は 、フ ラ ン ス 語で 2 冊本 を書 い た 。
つ ま り 『L

’IMPERATRICE 』 （「皇后 」） と 『LA 　JOUEUSE 　DE

GO 』 （「碁を打つ 女」）である 。 さて、こ うした越境作家の 出現の 背景は何か。 コ ン ラ ッ ドとべ ケ

ッ トは例外 として、二 つ の グル
ープに分けられる。ひ とつ はナ ボ コ フ やギ ャ リ、

プ ロ ツ キ ーなど

外的要因に よ り亡 命 し た 文 学者た ち で あ る。も うひ とつ は 、本人 の 自由意志に よる選択で あ り、

移民文学 と も言えるが 、これは 20世紀後半の 世界的傾向を反映 して い る 。 現在 の 世界は、グ ロ
ー

バ リゼー
シ ョ ン とい う

一
元化 あるい は同

一
価値観 の 拡大化 と、コ ス モ ポ リタ ニ ズ ム とい う、各 自

の ア イ デ ン テ ィ テ ィ を持 っ て移住 し、そ の 国の ル
ー

ル に 従い なが ら活 躍す る とい う形式 の 二 つ の

現象が 見 られ る 。 私 は後者の あ り方 を支持する。 コ ス モ ポ リタ ン な社会とは、幕の 内弁 当の よ う

な もの で 、 個を大事 に しなが ら活躍 する共生社会で ある。こ うし た社会を トロ ン トとマ レ
ー

シ ア

に見 る こ とが で き る 。
「移民 た ちはそれ ぞれ の 希 望 と 込み入 っ た事 情を抱 え、そ れぞれ の 曲が り

くね っ た歴史 の 回路を辿 り、寄せ合 うべ き町 とし て トロ ン トに寄 り合 っ て い た。」 （作品 『ア レグ

リア』か らの 引用 ）また、マ レーシ ア で は、マ レ ー人、イ ン ド人、中国人が 、それ ぞれ イ ス ラ ム

教 、
ヒ ン ズ ー

教 、 仏教を信奉 しなが ら共生 し て い る。こ うした 「理想的な」 社会か ら越境作家た

ちが生まれ て くるだろ う。 日本 もい つ か そ うした コ ス モ ポ リタ ン な社会 にな っ て ほ しい と願 っ て

い る 。 過 去 の越境作家が亡命作家である の に対 して、現在 の越境作家は コ ス モ ポ リタ ニ ズ ム の 世

界に生 きて い る 。 私 もそ の
一

員 と して執筆して い きた い。

　質疑応答に入 り 、 多言語 地域で ある ス イ ス 人 で ある こ とと越境作家にな っ た こ ととの 関係 に つ

い て 、ヨ
ー

ロ ッ
パ とア ジ ア にお け る沈黙 の 意味の 相違に つ い て 質問が あ り、ス イ ス は移 民 の 国で

あ り、それ ぞれ の ル
ーツ は多種多様で 、確か にそれが越境 とい うもの に関心 を持 っ た根源に あ る

との 回答であ っ た 。 アメ リカ と ス イ ス の 国籍を持つ 自分か ら見て 、ア メ リカ が外 の 世界に疎 く、

洗脳 されやす い こ とを危惧 し て い る 。 日本 も単
一

民族神話や
一

元的な文化風土 があ り、それ を変

えて い くべ きだ と の 意見だ っ た 。 沈黙 につ い て は、確か に東洋で は肯定的だが 、西洋で は否定的

な側 面 が 強い 。い ずれ に せ よ マ レ ーシ ア で は そ れぞれの 宗教 と文化を保持 し なが ら 自己主張 し て

い る点 を評価 し た い。ま た、話 し言葉 と書 き言 葉の 関係 につ い て の 質 問に対 しては 、日本語 を独

学 で 勉強 した ときに、写 経 の よ うに文字か ら入 っ た の で、話 し言葉 との 乖離は あま り感 じな い 。

む し ろ 、書き言葉を 通 し て 自己 表現する こ とに 喜び を感 じ る。 もち ろん作品 の 中で 自然な会話 の
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言葉を模索する こ とはあ る。 日本の作家なら許 され ない が、外国人だか ら認め られ る と、編集者

か ら指摘 され る 日本語表現もある 。 自分の作品を自分で フ ラ ン ス 語や英語 に翻訳するつ もりがあ

る か との 質問 には、時間的な制約が あるとい う理 由 と、仏語 ・英語 の 言語能力に つ い て 日本語 と

比 べ て 自信がな い との 回答があ っ た。そ の 後 の 議論で は、日本近代文 学 の 諸問題や 日本文 学にお

け る位置づ け 、 今後の 方向性な ど活 発な議論 とな り、それ ぞれ 丁寧な説 明を受けた。ゾペ テ ィ 氏

の 講演は とて も興 味深 い 知見を含ん でお り、と くに フ ラ ン ス 語 圏で の 越境文 学の諸相に つ い て理

解を深 め るこ とが で きた 。 また、様 々 の 質問に対 して 明確か っ 丁寧に答 えて い ただ き、そ の 人柄

とともに とて も好感が持て た。参加者一
同 、越境の テ

ー
マ に つ い て 考える貴重 な機会 とな っ た こ

とを嬉 しく思 うと ともに、ゾペ テ ィ氏 の 今後 の 更 なる ご活躍を祈 りた い e なお 、 ま もなく彼の新

作長編小説 『命の 風』が上 下巻で 新潮社か ら刊行 される予定で ある。

今福龍太氏 「ハ イ （トロ ピ）カイー熱帯の 文学的 ミ ニ マ リズム 」 ：

〈 Border　Writingとの 関わ り〉

　越境 の 文学と い う言葉は 、ボーダー
ライ テ ィ ン グとか World　Literatureとも呼 ばれ る 。 世界文学

は もともとゲー
テ が使 っ た言葉だが、日本 ではword 　music （15年ほ ど前）と連動 し て 使 われ た言葉

で ある。 シ ャ モ ア ゾ の 言葉に Om   iphone　Literature（偏在す る文学）が あ り、それはひ とつ の言

葉に鳴り響 く多くの 言葉で あ り、新 しい 文学状況を指 し示 し て い る。境界的な文学が成立す る の

は 、 国籍か ら来る各国民文学 （国家的な枠組みの 中で 生産 ・消費 され る文学）が打破され る と き

で あ り、そ うし た新 し い リア リテ ィ を さす言葉 と し て 、多和田 さん の Exophon　Literature（母国語

の 外 に出た文 学） とい う言葉 もある。そ の 『エ ク ソ フ ォ ニ
ー
』 の 本 の 帯に ク レ オール と越境 とい

う言葉に × 印が付けられ て否 定 してあ っ たが、その 場合何を否定 した の かを示す必要がある。古

い と宣告 された 「ク レ オール 文学」で はあ るが、しか もその後、狭 い 概念 として フ ラ ン ス 語圏の

ク レオ
ー

ル 文学に 閉じて い く傾 向があるが、ク レ オール の 原義は 「育つ 1 の 意味で あり、また文

化 の 本体をなす身体的な概念 とし て現 在で も有効で あろ う。生まれを問わず に、ク レ オ
ー

ル 的な

文 化的実践を行 っ て い る政治的 、 歴史的な経緯 （出自）を探る ような概念的な歴史的研究や批判

的な方向 を、
一

度宙吊 り に しなが ら、「育っ 」 とい う文化的な実践 を生 き て い く こ とが重要 で あ

る。拙著 『ク レ オ
ー

ル 主義』は 、 文学的な素材 を使い なが ら、ヘ テ ロ ジ
ー

ニ ア ス なもの が混合 し

なが ら文化的な実践が行われて い る現場 の 思考の 道筋を書 い た もの で あ る 。 そ の ときに大きなイ

ン パ ク トを与 え た の が レ ズ ビ ア ン の メ キ シ コ 詩人 ア ン サ ル ド ゥ ア の 『Borderlands〆La 　Frontera』

（1987年） とい う本で あ り 、
こ れ は エ

ッ セ イ と詩が混在 した も の で 、
マ イナーな出版社か ら出版

され た が 、そ の 後 の ア メ リカ に おけるマ イ ノ リテ ィ 文化や ポ ス トコ ロ ニ ア リズ ム の 先駆 的 な作品

だ っ た 。 こ の本 は、英語 とス ペ イ ン語の 二 言語の 実践で あり混合物 で あ り、両者の リア リテ ィ が
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投げ出 され っ つ 、衝突 し あ う闘争的な著作 であっ た。越境的な文学に対 する私の 関心 の なか で は、

コ ス モ ポ リタ ン的な文学の 実践者 と 、 不 可避 的な形で多言語的な状況に落ち込 ん で い っ た言語的

実践 とを分 けて 考え て い た 。ボーダー
ライ テ ィ ン グに関 して は 、1992年 に 「越境す る世界文学」

（雑誌 『文 芸』特集 号）を出 したが、それ はサイ
ー ドやラ シ ュ デ ィ、ボウル ズ、ア レ

ーナ ス 、キ ム

な ど、越境的な文学者た ちを扱 っ た エ ッ セ イ の ア ン ソ ロ ジーで あ り 、 そ の 出発 点と し て 渾然た る

問題 意識 と雑居性を持 っ て い た 。
こ こ に大づ か み の 問題意識が出てお り、亡命者の み な らず、さ

まざまの タイプ の 越境的 な文 学的実践者が紹介 されて い る。 そ の 後出版された 『世界文学 の フ ロ

ン テ ィ ア 』 （1996−97）は 、 四方田氏、沼 野氏 と私の 3名で 編纂 した シ リ
ーズ で あっ た。こ れ も各

国文学の 足 枷か ら脱 出 し た ア ヴァ ン ギ ャ ル ドな試みで ある 。 た だ 3 名の 視点は それ ぞれ微妙 にず

れて い る。四方 田氏 が歴 史的視野 の もとに編纂 し て お り 、 沼野 氏が小説 とい うジ ャ ン ル を意識 し

なが ら編纂 した の に対 して 、 私 の 扱 っ た作家は もっ ぱ らマ イナ
ー

な作家た ち で あ り、
一

国内の ド

メ ス テ ィ ッ ク な も の と して 文学 をとらえず、何語で 書い て い るか を中心に して 編纂 したア ン ソ ロ

ジーで あ っ た。何人で あ るか を問題 に しなか っ た。その 中の
一

人 の パ フ ォ
ーマ ン ス 詩人 ・作家ギ

リ ェ ル モ ・ゴ メ ス ＝ペ ー
ニ ャ の 『ボ

ーダーの 呪術師』 を訳 したが 、
こ の 作品 は英語 とス ペ イ ン 語

の 二 言語表記で 書かれ て お り、さらにチカ ーノ語 （ス パ ン グ リッ シ ュ ）、ナ ワ トル 語 （イ ンデ ィ

オ の 呪い の 言葉）を交 えて語 られ る
一

人芝居で ある 。 しか も 4 つ の 言葉が無数の方言 と階級言語

に枝分かれ して い るた めに数十 の 言語 的実践 ・混合体にな っ て お り 、 そ もそ も翻訳 が不可能で あ

る。とい うよ りも、翻 訳 とい うもの は ひ とつ の イデオ ロ ギ
ー

である こ とを気づ かせ る。各国文学

が 自己完結的な単位 となっ て 、
一

定の 水準 に達 して翻訳可能な状況 になっ たとき、文学的に共有

し うる理 念が 生み出 され て各国文学が成立 し た。つ ま りゲ
ー

テ の 言 う世 界文学は 、イデア が翻訳

可能で あ る とい う前提があっ た。そ の 意味で翻訳 とい うイ デオ ロ ギーと世界文学 とい う概念が同

時に成立 し た とい える 。 そ の 翻訳 とい う概念が こ こ で は破綻す る 。 そ もそ も翻訳 とは い っ た い 何

か。複合化 され たテ ク ス トを日本語 とい う
一

言語にする試みに よ っ て 、 逆に翻訳 の 問題が 明 らか

に な る 。こ の テ ク ス トは、語 られる意味 よ りも、語 る パ フ ォ
ー

マ ン ス が重要なの で ある。こ れ は

演劇空 間に投げ出 され たテ ク ス トで あり、演 じられる場所に よ っ て語 られ る言語 の 割合 も変化す

る。意味が成立 しな い と こ ろで作 られ る複数的なテ ク ス トで あ る 。 翻訳 が無意味 とな る よ うな 言

語的実践で あ り、そ こ で は近代的な翻訳 とい うイデオ ロ ギ
ー

が失効す る。

　こ こ で 翻訳可能性 と世界文学と の 関係 を考える。越境作家とい われ るカ ズオ
・
イ シ グ ロ を例に

とれ ば、 5 歳で イ ギ リス に渡 っ た イ シ グ ロ は 、日本 を幻 視 し な が ら英語 で 創作 し て い る。彼 の 作

品の翻訳は可能で あ り、翻訳 とい う行為 自体が問題 には ならな い
。 む し ろ私 の 関心 を持 つ 境域に

ある文学的な実践は 、 翻訳が崩壊する場所 に あ る文学的実践で あ る。そ の 後 、最近完結 し た 『21

世紀文学 の 創造』 とい うア ン ソ ロ ジーを編纂 したが、こ れ は様 々 の 作家たちに言語やアイデ ン テ
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イ テ ィ との か か わ りをエ
ッ セ イ形式で書い て もら うシ リ

ーズ で あ り、私 の 担当 した 2 冊 で は 、非

日本人 として の 日本 人作家、つ ま り日系ア メ リカ 人や コ リア ン 系ア メ リカ人、日系 コ リア ン 、沖

縄の 作家た ち、海外 帰国子女 たちに書い て も らっ た。その
一

巻で ある 『墳域の文学』で扱 っ た ブ

ラジル の モ ダニ ズ ム を取 り上 げ詳 しく述べ た い 。 っ ま り翻訳 とい う近代の イデオ ロ ギー
を崩す も

の と して 、ブ ラジ ル の モ ダニ ズ ム 文 学、芸術運動以後 につ い て考えた い
。

〈 3 つ の Transcriateの 情景 〉

　そ の 場合、 3 つ の 情 景が 思 い 浮 か ぶ。それ は 、 Joyce（1882−1941）を transcreateす るHaroldo　de

Campos（1929−2003）、芭蕉 （1644−94）をtranscreate す るPaulo　Leminski（1944 −89）、Carles　Drummond

de　Andrade（19．　02−94）をtranscreateするElizabeth　Bishop（1911−79）とい う3 つ の 情景で ある。　私の

関心は 、亡命者文学や マ イ ノ リテ ィ 文 学 、
エ クソ フ ォ ニ ー文学 よ りも 、 あ る人間が多 くの 偶然 の

中 で （育つ 中で ）、日常的な生 を送 りなが ら、ふ とテ ク家 トに 出会 い 、t・anskreate する 出会 い の 強

度やつ なが りに 関心 が ある 。 それ と関わ るよ うな情景 を提示 した い。

第 一
の 情景 ：昨年夏に なくなっ た詩人、カ ン ボ ス は モ ダ ニ ズ ム 以後の 文学 の 理 論家と して 最 も重

要な詩人 ・批 評家 ・翻訳 者で あ る 。 こ の 20世紀の ア ヴァ ン ギ ャ ル ドの 文学実践者は多少 とも批評

や詩や エ
ッ セ イ とい うジ ャ ン ル を超えた創作者 とな っ て い る 。

一
体化 した実践として の 翻訳は批

評 と して の 翻訳行為だ っ た。彼 の い うトラン ス レーシ ョ ン （転移 ・創造）は、伝統的な翻訳概念を

崩壊 させ る 。 私は 、ボーダー
ライ テ ィ ン グを見て い く中で 、亡命者文学やマ イ ノ リテ ィ 文学、エ

ク ソ フ ォ ニ
ー

文学 よ りも、む しろ あ る人間が多 くの 偶然の 中で 日常的生活 の 中で 、ある テ ク ス ト

と出会 い
、 の み込んで い くプ ロ セ ス とパ トス に 関心があ る。 4 年前の サ ン パ ウロ で 、 6 月 16日に

「フ ィ ネガ ン ズ 」 とい うパ ブ ・バ ー
で 集ま る 「ブル

ーム ズ ・デイ」 （1904年 6 月　16日に主 人公 が

ダブ リン の 街 を徘徊す る作品 『ユ リシ
ーズ 』と い う小説 の 主人公 の 名前を取 っ た 、 アカデ ミ ッ ク

なジ ョ イ ス の 愛好者 の 集ま り）にお い て 、ユ リシーズ の ある断 片 （ナ ウシ カ の 章）を十数力国語

（英語、ポル トガル 語、ギ リシ ャ 語 、
フ ラ ン ス 語、イ タ リア語、ロ シ ア語 、ドイ ツ 語 な ど）で 翻訳

し朗読する催 しがあ っ た。 こ うした サ ン パ ウロ の 移民言語で 翻訳 され朗読 され る と い うの は、移

民国家 の 歴史 と多言語 性を蘇 らせ るも の で あ っ た。主催 者 の カ ン ボ ス か ら刺激を受 け て 、去年那

覇で同 じよ うな催 し ブ ル
ー

ム ズ ・デイ を行 っ た e 那覇は、複雑な琉球諸語 か らな る複合的な トポ

ス であ り、共通語 と し て の メデ ィ ア 的な ウチナ ヤ マ ト譜 とい う状況が似合 っ て い るよ うに 思 っ た

の で あ る 。そ こ で は 沖縄に住む さまざま の 入 々 によ っ て 、12の 言語 （英語 、日本語 、フ ラ ン ス 語 、

ス ペ イ ン 語、ポ ル トガ ル 語 、日系ブ ラジ ル 語、ロ シ ア 語 、

…　　朝鮮語 、関西弁、沖縄語）に よ っ

て ユ リシーズ の セ イ レ
ー

ン な どが 朗読 された 。 沖縄の 詩人 に よる ウチナ語で の 朗読パ フ ォ
ー

マ ン

ス の とき に、ジ ャ ズ の サク ソ フ ォ ニ ス トが 乱入 し て 予期せ ぬ セ ッ シ ョ ン が行 われ た 。 言葉が 音と

278

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Nagoya City University

NII-Electronic Library Service

Nagoya 　City 　University

共 同研 究報
．
告

して楽器 の 音 と戦 うとい う刺激 的な催 し とな っ た。

　カ ン ボ ス は 1962年に 世界で 最初にジ ョ イ ス を翻訳 し よ うと した 。 ま た、パ ウ ン ドや マ ヤ コ フ ス

キ
ー、マ ン デル シ ュ ターム 、フ レ

ーブ ニ コ フ と い っ た作家詩人 た ちを翻訳 し、日本 の 能楽をも翻

訳、つ ま り トラ ン ス ク リエ イ トしてきた。彼が ジ ョ イ ス の 『フ ェ ネガ ン ス ・ウ ェ イ ク』の 最初の

翻訳者で あ る こ とは 注 目 した い 。ジ ョ イス 的な造語 verbivocovisual は、詩的言語 の 機能を
一

語で

示 して い る。カ ン ボ ス 兄弟が 50年代よ り進 め た コ ン ク リ
ー トポ エ トリ

ー
運 動 （1956年にサン パ ウ

ロ の 近代美術館で 行 われ た展示 会で 出発 した ）は、詩 の 言葉 を意味の世界で はな く 、 具体物 とし

て 、文字 と視覚、音と して捉える運動で あ り、声 と して の 詩 を前景化 し、空間的な具体性 （文字

と配置） を志向する 。 た とえば俳句 も本来具体詩で あり、俳画 の よ うなもの と結合 して特定の 空

間 （日本 の 家屋 に お け る掛け軸など） を提示 する も の とい える。そ して 、こ うした具体詩運動は 、

先駆者パ ウン ドや マ ラ ル メ、マ ヤ コ フ ス キ
ー

たち の 欧米の 前衛的な言語的実践 とつ な が るも の で

ある。こ の ジ ョ イ ス 的な造語 は こ うし た状況 を実に うま く捉 えた もの で あ る 。

第二 の 情景 ： さて、ブラジ ル で俳句を詩の 前衛運動 へ と架橋 したの が レ ミ ン ス キ
ー

で ある 。 彼は

ハ イカイ の 実践 をハ イ トロ ピ カ イ と呼び 、時空 を超 えて熱帯ア メ リカ の 移住地 に花咲 く移住ポ エ

ジーを創造 し た。た とえば 「entrepedra 　e　pedra　nao 　vai 飾 ar　pedra　sobre 　pedra」 （石 と石 との 間に石

はない 。石 の 上 に も石 がない 。） とい う詩は 、ペ ドラ （石）とい う具体的なもの が 、相互 の 関係性

を終末的な状況 と し て 捉 え か えす詩 とな っ て い る 。 も う一
人 の 詩人、Decio　Pignatariは 『境域 の

文学』の 中で 取 り上げた詩人 で あるが、彼 の 詩 に hambre　hombre　hembraとい う3 つ の 言葉だ けか

らな るス ペ イ ン 語 の 詩がある。詩 の意味は 「飢え 」 「男性」 「女性」 を示 すが、これは視覚的に配

置 された詩で あ る 。 音声的には重なっ て い る が意味 として は異な っ て い る。ジ ョ イ ス の 言 う詩的

な実践に近い もの で あ り、そ の マ ニ フ ェ ス ト 「時空間にお ける言葉 ともの と の 緊張」 に照 ら して

み た場合、非常に示 唆的で あ る 。 翻訳で きるか どうか考 える と、 それが 不可能で ある こ とがわ か

る。こ の ス ペ イ ン 語 の 詩 を近似的な言語で あるポ ル トガ ル 語に翻訳 した場合、イ ン ターア ク シ ョ

ン が起 こ り えな い
。 詩 の 具体性が翻訳不 可能で ある よ うな事態を示 して い る。背後にあるの はポ

ル トガ ル 語の fbme とい う言葉であ り、キ
ーワー ドとな っ て い る 。

つ ま り、Glauber　Rocha と い う

監督に よ っ て 作 られ た 60年代 の ブ ラジ ル 映画の 重 要な概念で ある 「飢 え の 美学」 とい う言葉を想

起 させ る。そ こ に は、西 洋に よっ て植民地化 され、周辺 化 され た 「飢えの 現実」 か らは始め な く

て は な らな い とい う文 明批判的な メ ッ セ
ー

ジが込 め られ て い る。それ は文化運動の キーワ
ー

ドで

あ り、ま た 創造的翻訳 で もあ っ た 。

第三 の 情景 ： 1956年 の 具体詩運動の 前史で あ りそ の 源泉に ある文化運 動が 、1922年サ ン パ ウ ロ で
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行われ た 「現代芸術週間」 であ っ たが 、それは シ ュ ル レ ア リ ス ム 、キ ュ
ー

ビ ズ ム 、表現主義 とっ

なが るブ ラジル の モ ダニ ズ ム 運 動 で あ る 。 それ は、
一

種の 厂食人宣言」 とも呼ぶ べ きもの で あり、

最 も革新的な思想で あ る。ア ン ドラ
ージ ュ の 言葉 に Tubi　or 　not 　Tubi，　that　ls　the　question．とい うの が

ある 。 これ は 、 トピ ィ族が 1554年に ポル トガ ル 人宣教師を食 べ たとい う言 い 伝え を、植民地ブ ラ

ジ ル の 始ま りと
．
する宣言で あ る 。

ブ ラ ジ ル は 、 西洋的な崇拝 とナ シ ョ ナ リズ ム とに 引き裂か れ る

葛藤の 中で 、 拒否や受 け入れで はなく、西洋 を消化 し て しま うとい う行為に向か っ た。文化的 自

立 を考え る場合に 、西洋を転用 した文化的モ デ ル を作 り、戦略的な方法論 で栄養分を摂取 し て い

っ た の である 。 そ うした行為 とは 、複合体を作 り出すカで あ り、食人 の メタ フ ァ
ー

は大 きな影響

力を持 っ た。つ ま り、カ ニ バ リズ ム として の 翻訳 （カ ン ボ ス ）は 、原点 に あるもの を取 り出 し取 り

込 む とい う （翻訳 の 不可能性か ら始 め る行 為）で もあ る。カ ン ボ ス は 、ダ ン テ か らの 翻訳 を

transparadisationと名づ け、楽園を転移 させ て い く言語的実践 と考 え、ゲー
テ の フ ァ ウス トの 翻訳

をlucification（悪魔学の 置換行為） と名づ け、ホ メ ロ ス の翻訳 をhelenaization（ヘ レ ニ ズ ム の 置換

行為） と呼 ん で い る。
一

言語 を他の …
言語 に翻訳す る とい う行為が否 定 され る。モ ノ ロ ジ ッ ク な

言語 を乗 り越 える必要があ る 。
つ ま り転移 され創造 される もの と して捉 え る 。 波乱万丈の 移動に

生きたア メ リカ ・ブ ラジル 女性詩人 ビ シ ョ ッ プ は 、ア ン ドラ
ージ ュ とも交友があ っ たが、彼の詩

を翻訳 して い る 。 彼 女の 詩 「lnso  ia」 （不 眠症）は、昼 と夜、太陽 と月 と い う裏 の 平行世界を、

夜起きて い る こ とに よ っ て 可能な幻視によ っ て 表現 し た もの で あ り、影 の 世界にお ける視力が よ

く描出 された詩で ある。これ をブ ラ ジル の ミ ュ
ー

ジ シ ャ ン が CD に し て い る。 時間が ない の で省

略す るが 、 以上 3 つ の 情景に翻訳不 可能性 を秘めた転移 と創造の 行為 を見 る こ とが で きる。

　当 日は交通 事情の た め、今福氏の 到着が遅れ 講演の 開始時刻 も遅れ た 。 さらに天候が悪 く寒風

の ためか 、参加 者は 少なか っ たが、講演は 2 時間以上 に わたる熱弁で非 常に興味深い 内容で あ っ

た。討論時間が な くな っ て し ま っ たが 、 その 後 の 懇親会で は、そ の おお らか な人柄 の ゆえ に活発

な意見 交換が で きた と同時に、そ の 該博か つ 鋭敏な 問題意識 と視野 の 広 さに接 して 、大い に知的

刺激を受 ける こ とが で きた。50年代ブ ラジル の 前衛運動は 、ち ょ うどウィ
ー

ン グル
ー

プが活動 し

た 50年代 の ウィ
ー

ン 前衛文学運 動 と時代的に も コ ン セ プ ト上 も
一

致 して い る 。 視覚 と聴覚 を融合

させ た コ ン ク レ
ー

トポ エ ジー
運 動 の 発 展 が 世 界的に共通 す る現象で あ っ た こ とは興 味深 い 。

　本共 同研究は、文学 を超え る文化現象にまで 踏み 込 んで継続的に研 究 を深 め て い きた い。そ し

て さらに個々 の 研究に反 映 させ 、成果 を出 して い きた い と思 う、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責 ： 上屋勝彦 ）
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